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平
成
三
十
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

忘
れ
て
な
い
？

　
サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に

　
　
　
　
　

火
の
確
認

件

　

平
成
三
一
年
秋
田
県
春
の
火
災
予
防
運

動
は
、『
忘
れ
て
な
い
？　

サ
イ
フ
に
ス
マ

ホ
に　

火
の
確
認
』
の
全
国
統
一
防
火
標

語
を
掲
げ
、
四
月
七
日（
日
）か
ら
一
三
日

（
土
）ま
で
の
七
日
間
、
全
県
一
斉
に
実
施

さ
れ
ま
す
。

■
三
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

■
四
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品

を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す

る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。

住宅防火　いのちを守る七つのポイント

春

の

火

災

予

防

運

動

春

の

火

災

予

防

運

動

四
月
七
日
〜
一
三
日
実
施

平成30年　火災の発生状況（速報値）
死者数は平成に入って最少に　火災件数は前年を上回る

　

平
成
三
〇
年
中
の
火
災
発
生
件
数
は
二
九
一
件
で
、
前
年
比
二
五
件

増
。内
訳
は
、建
物
一
六
六
件（
前
年
比
増
減
無
し
）、林
野
一
三
件（
同
六

件
減
）、
車
両
三
九
件（
同
九
件
増
）、
そ
の
他
七
三
件（
同
二
二
件
増
）と

な
っ
て
い
る
。ま
た
、平
成
二
一
年
以
降
一
〇
年
間
の
出
火
件
数
を
み
る

と
、平
成
二
一
年
に
四
二
三
件
を
記
録
し
た
も
の
の
、概
ね
減
少
傾
向
と

な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、火
災
に
よ
る
死
者
数
は
一
八
名
で
、前
年
か
ら
六
名
減
少
と
な

っ
た
。

平成30年　月別火災発生件数（速報値）

火災発生件数等の推移
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意見発表のテーマと発表者名

◯　火災に関する警告表示

北秋田市消防本部　佐　藤　光　世

◯　太陽光発電を用いた消防水利について

大館市消防本部　斉　藤　祐　人

◯　救命の第一歩

男鹿地区消防本部　大　塚　直　道

◯　得意科目は「防災」

鹿角広域消防本部　小　舘　　　拓

◯　ことばの壁を超える相談員の支え

由利本荘市消防本部　三　浦　圭　悟

◯　いつか起こるその時のために

五城目町消防本部　伊　藤　　　駿

◯　願いの届く救急車

横手市消防本部　佐　藤　　　梓

◯　私たちの魅力

秋田市消防本部　佐　藤　聖　華

◯　防災の時間

湯沢雄勝広域消防本部　佐々木　祐　哉

◯　命を繋ぐ救命エレベーター

大曲仙北広域消防本部　藤　井　和　磨

◯　防炎製品で救える命

湖東地区消防本部　鈴　木　　　吏

◯　次世代通信５Ｇ環境における消防業務

にかほ市消防本部　渡　辺　　　賢

消
防
職
員
意
見
発
表
秋
田
県
大
会

第42回

秋
田
県
消
防
長
会

（発表順）

　

第
四
二
回
消
防
職
員
意
見
発
表
秋
田
県

大
会（
主
催
：
秋
田
県
消
防
長
会
）が
二
月

一
五
日（
金
）、
秋
田
市
の
「
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田
」
に
お
い
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
若
手
消
防
職
員
に
職
責

を
再
確
認
さ
せ
、
消
防
士
の
在
り
方
を
提

案
さ
せ
る
場
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

今
大
会
で
は
、
県
内
一
二
消
防
本
部
か

ら
選
抜
さ
れ
た
若
手
消
防
職
員
が
、
日
頃

の
業
務
の
中
か
ら
問
題
点
を
抽
出
し
、
そ

の
対
応
策
や
今
後
の
展
望
な
ど
の
考
察
を

加
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、

堂
々
と
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
一
点
、
優
秀

賞
三
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

■
最
優
秀
賞

　

大
曲
仙
北
広
域
消
防
本
部

　
　
　
　
　

消
防
士　

藤　

井　

和　

磨

■
優
秀
賞

　

北
秋
田
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
副
士
長　

佐　

藤　

光　

世

　

大
館
市
消
防
本
部

　
　
　
　
　

消
防
士　

斉　

藤　

祐　

人

　

湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
本
部

　
　
　
　
　

消
防
士　

佐
々
木　

祐　

哉

　

最
優
秀
賞
の
大
曲
仙
北
広
域
消
防
本
部

藤
井
消
防
士
は
秋
田
県
代
表
と
し
て
、
四

月
二
六
日（
金
）、
福
島
市
で
開
催
さ
れ
る

東
北
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
最
優
秀
賞
並
び
に
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

　

目
の
前
の
大
切
な
人
の
呼
吸
が
止
ま
っ

た
時
・
・
・
。
一
分
一
秒
を
争
う
緊
迫
し

た
場
面
で
、
あ
な
た
に
一
秒
で
も
早
く
勇

気
を
出
し
て
救
命
処
置
を
し
て
ほ
し

い
・
・
・
。
命
を
繋
ぐ
あ
な
た
の
大
切
な

勇
気
の
た
め
、
私
は
救
命
の
瞬
間
に
潜
む

闇
に
光
を
当
て
、
見
落
と
し
て
い
た
バ
リ

ア
を
徹
底
的
に
取
り
除
こ
う
と
思
い
ま
し

た
。

　

私
の
管
轄
地
に
は
、
四
階
建
て
老
人
入

所
施
設
が
あ
り
ま
す
。こ
こ
は
、よ
く
あ
る

施
設
の
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。一
、夜
間

の
職
員
が
各
フ
ロ
ア
に
一
人
し
か
い
な
く

な
る
こ
と
。二
、Ａ
Ｅ
Ｄ
を
玄
関
だ
け
に
設

置
し
て
い
る
こ
と
。こ
の
施
設
の
ど
こ
に

救
命
処
置
の
バ
リ
ア
が
あ
る
の
か
。私
は

職
員
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

設
定
は
「
深
夜
、
四
階
で
の
呼
吸
停
止
発

生
。」気
付
い
た
救
助
者
が
、
エ
レ
ベ
ー
タ

命
を
繋
ぐ
救
命
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

大
曲
仙
北
広
域

消
防
本
部

　

藤　

井　

和　

磨
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ー
で
玄
関
に
あ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
取
り
に
降

り
、一
一
九
番
通
報
し
、他
の
フ
ロ
ア
に
協

力
を
依
頼
し
た
後
、
四
階
に
戻
っ
て
救
命

処
置
を
行
う
と
い
う
実
験
で
す
。

　

実
験
の
検
証
か
ら
、
二
つ
の
バ
リ
ア
を

見
つ
け
ま
し
た
。
一
つ
目
は
、
救
助
者
の

疲
労
で
す
。
四
階
に
戻
っ
た
時
に
は
、
も

は
や
肩
呼
吸
。
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
も
浅
く

な
り
、
全
身
に
血
液
を
送
る
効
果
は
薄
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
二
つ
目
は
、
移
動
時

間
の
長
さ
で
す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
各
階

で
止
ま
り
、
予
想
以
上
に
移
動
時
間
が
か

か
り
ま
し
た
。
結
果
、
疲
れ
た
救
助
者
が

救
命
処
置
を
開
始
す
る
ま
で
、
五
分
三
五

秒
も
経
過
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

救
助
隊
現
場
到
着
ま
で
全
国
平
均
約
九

分
。
そ
の
六
二
パ
ー
セ
ン
ト
が
救
命
処
置

の
準
備
だ
け
に
費
や
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
空
白
の
五
分
間
が
、
命
を
繋
ぐ
こ
と
を

妨
げ
る
、
見
落
と
し
て
い
た
バ
リ
ア
と
な

っ
て
い
た
の
で
す
。

　

そ
こ
で
私
は
、
こ
の
時
間
の
バ
リ
ア
を

取
り
除
く
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
ま
す
。
そ

れ
が
、
「
救
命
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」
で
す
。

特
徴
一
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
に

設
置
し
、
緊
急
時
の
み
使
用
す
る
救
急
ボ

タ
ン
を
装
備
し
ま
す
。
あ
な
た
が
こ
の
ボ

タ
ン
を
押
し
た
時
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
他

の
階
に
止
ま
る
こ
と
は
な
く
、
あ
な
た
の

い
る
階
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
到
着
し
ま
す
。
移
動

に
か
か
る
時
間
と
あ
な
た
の
体
力
を
減
ら

す
こ
と
な
く
、
空
白
の
五
分
間
を
短
縮
で

き
ま
す
。

　

特
徴
二
、
救
急
ボ
タ
ン
に
、
発
信
機
と

し
て
の
機
能
を
持
た
せ
ま
す
。
こ
れ
は
、

老
人
入
所
施
設
に
設
置
義
務
が
あ
る
、
自

動
火
災
報
知
設
備
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
が
救
急
ボ
タ
ン
を
押
し
た
瞬
間

に
、
急
病
人
の
発
生
と
そ
の
場
所
を
知
ら

せ
る
館
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
始
ま
り
ま
す
。

他
の
フ
ロ
ア
の
職
員
に
も
緊
急
事
態
を
知

ら
せ
ま
す
。
ま
た
、
連
動
す
る
火
災
通
報

装
置
は
一
一
九
番
通
報
の
代
役
を
果
た

し
、
私
た
ち
救
急
隊
の
到
着
時
間
も
大
幅

に
短
縮
で
き
ま
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
搬
送
、
周
囲
へ
の
協
力
要
請
、

そ
し
て
通
報
。
救
命
連
鎖
の
一
部
を
担
う

新
し
い
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
、
あ
な
た
の
負

担
を
軽
く
し
、
速
く
て
的
確
な
救
命
処
置

の
助
け
と
な
り
ま
す
。

　

超
高
齢
社
会
の
今
、
不
測
の
事
態
は
、

こ
の
瞬
間
も
ど
こ
か
で
起
こ
っ
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
「
高
層
ビ
ル
の
上
層

階
で
助
け
を
求
め
て
い
る
急
病

人
・
・
・
、
一
秒
で
も
早
く
救
命
の
手
を

届
け
た
い
・
・
・
。
」
大
丈
夫
。
救
急
ボ

タ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
も
、

協
力
者
も
、
私
た
ち
救
急
隊
も
す
ぐ
駆
け

つ
け
、
あ
な
た
の
勇
気
を
後
押
し
し
ま

す
。

　

「
ど
う
し
よ
う
や
っ
て
し
ま
っ
た
」
全

て
は
、
一
本
の
電
話
か
ら
始
ま
っ
た
。
自

分
の
家
が
火
災
だ
と
い
う
連
絡
を
聞
き
つ

け
、
男
性
は
祈
る
思
い
で
車
を
走
ら
せ

た
。
・
・
・
し
か
し
、
そ
こ
に
煙
を
上

げ
、
燻
り
続
け
て
い
た
も
の
は
、
変
わ
り

果
て
た
「
我
が
家
」
だ
っ
た
。
こ
れ
は
私

が
実
際
に
出
場
し
た
、
火
災
現
場
で
の
出

来
事
で
す
。
「
ち
ゃ
ん
と
消
し
た
つ
も
り

だ
っ
た
の
に
」
頭
を
抱
え
な
が
ら
言
っ
た

そ
の
言
葉
が
、
今
で
も
私
の
胸
に
残
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
火
災
で
は
、
た
ば
こ
の
火

の
消
火
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し

て
、
多
く
の
可
燃
物
が
あ
る
中
で
の
喫
煙

が
、
火
災
へ
と
繋
が
り
ま
し
た
。

　

総
務
省
消
防
庁
の
統
計
に
よ
る
と
、
全

国
で
年
間
三
，
七
〇
〇
件
も
の
火
災
が
、

こ
の
「
た
ば
こ
」
が
原
因
で
起
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
原
因
別
で
見
る
と
一
番
多
い

件
数
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け
火
災
の
起

因
と
な
る
「
た
ば
こ
」
に
つ
い
て
、
私
は

恥
ず
か
し
な
が
ら
、
真
剣
に
考
え
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
こ
の
火
災

で
、
消
防
職
員
で
し
か
聞
く
こ
と
の
で
き

な
い
罹
災
者
の
声
を
聴
き
、
火
災
か
ら

命
、
そ
し
て
、
財
産
を
守
る
消
防
職
員
と

し
て
、
こ
の
現
状
を
な
ん
と
か
し
た
い
と

い
う
、
強
い
使
命
感
に
か
ら
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
、「
た
ば
こ
の
安
全
な
取
扱

い
方
法
」
を
ご
存
知
で
す
か
。
私
は
こ
れ

に
つ
い
て
、
実
際
に
た
ば
こ
を
買
い
、
ど

の
よ
う
な
掲
示
が
さ
れ
て
い
る
の
か
を
調

べ
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
そ
こ
に
は
、
な

ん
と
書
か
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
か
。
そ

う
で
す
。「
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
」
の

で
す
。「
ち
ゃ
ん
と
消
し
た
」
と
言
っ
て

い
た
、
そ
の
消
し
方
が
、
ど
こ
に
も
書
か

れ
て
い
な
い
の
で
す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

火
災
の
危
険
性
を
記
す
も
の
が
、
何
一
つ

書
か
れ
て
い
な
い
の
で
す
。
こ
こ
に
、
大

き
な
落
と
し
穴
が
あ
り
ま
し
た
。
で
は
一

体
、
ど
こ
で
消
火
方
法
を
知
り
、
ま
た
、

火
災
の
危
険
性
を
知
り
得
る
の
で
し
ょ
う

か
。「
た
ば
こ
火
災
」
が
な
く
な
ら
な
い

原
因
は
、
こ
こ
に
あ
っ
た
の
で
す
。
た
ば

こ
を
安
全
に
愉
し
む
た
め
に
も
、
火
災
の

危
険
性
と
安
全
な
消
火
方
法
を
、
た
ば
こ

を
手
に
取
っ
た
人
の
、
目
に
つ
く
と
こ
ろ

に
記
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
私
は
提
案
し
ま
す
。
た
ば
こ
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
「
火
災
に
関
す
る
警
告
表

示
」
を
。

　

現
在
、
た
ば
こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
、

「
健
康
に
関
す
る
警
告
表
示
」
が
掲
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
へ
新
た
に
、
火
災
の

危
険
性
と
、
安
全
な
消
火
方
法
を
加
え
た

「
火
災
に
関
す
る
警
告
表
示
」
を
掲
示
し

ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、入
手
ル
ー
ト
は
様
々

で
す
が
、
そ
の
末
端
で
あ
る
、
た
ば
こ
本

体
に
掲
示
す
る
こ
と
で
、
こ
の
「
掲
示
表

示
」
が
必
ず
目
に
入
り
、
防
火
意
識
の
向

上
に
繋
が
り
ま
す
。
更
に
、「
た
ば
こ
の

消
火
方
法
」
と
謳
い
、
そ
こ
へ
安
全
な
消

火
方
法
を
明
記
す
る
こ
と
で
、
今
回
の
よ

う
な
、
誤
っ
た
消
火
が
原
因
に
よ
る
火
災

を
無
く
し
ま
す
。
こ
の
掲
示
が
な
い
が
故

に
、
取
扱
い
方
法
は
、
喫
煙
者
に
委
ね
ら

れ
て
お
り
、
中
に
は
危
険
な
取
扱
い
方
法

火
災
に
関
す
る
警
告
表
示

北
秋
田
市
消
防
本
部

　

佐　

藤　

光　

世
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だ
と
気
付
か
ず
、
火
災
に
発
展
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
掲
示
は
、
た

ば
こ
火
災
の
抑
止
力
と
な
り
ま
す
。

　

火
災
現
場
で
の
あ
の
言
葉
が
教
え
て
く

れ
た
。
こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
見
る
こ
と

で
、
変
わ
る
人
が
い
る
、
守
れ
る
未
来
が

あ
る
。

　

こ
の
発
表
ま
で
の
間
に
も
、
た
ば
こ
火

災
は
発
生
し
被
害
を
出
し
て
い
る
。
火
災

の
こ
と
を
誰
よ
り
も
思
う
消
防
職
員
と
し

て
、
こ
れ
ほ
ど
悲
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

「
火
災
を
起
こ
さ
ず
幸
せ
で
あ
っ
て
ほ

し
い
」
こ
の
消
防
職
員
の
思
い
を
届
け
た

い
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
載
せ
て
・
・
・
。

　

み
な
さ
ん
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。
中
で
も
太
陽
光
発
電

は
時
計
や
充
電
器
に
も
搭
載
さ
れ
、
私
た

ち
に
最
も
身
近
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
い
え
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
消
防
活

動
に
も
取
り
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
私
が
考
え
た
の
は
、
太
陽
光
発

電
を
搭
載
し
た
消
火
栓
や
防
火
水
槽
な
ど

の
消
防
水
利
の
開
発
で
す
。
こ
の
シ
ス
テ

ム
に
は
、
消
防
水
利
の
位
置
を
指
し
示
す

レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
ー
機
能
と
、
電
力
を

供
給
す
る
機
能
を
搭
載
し
ま
す
。
レ
ー
ザ

ー
ポ
イ
ン
タ
ー
機
能
は
、
標
識
に
太
陽
光

パ
ネ
ル
を
搭
載
し
、
ボ
タ
ン
一
つ
で
消
防

水
利
の
位
置
を
正
確
に
指
し
示
す
も
の
で

す
。
私
た
ち
雪
国
の
消
防
は
冬
期
間
、
積

雪
に
よ
り
消
防
水
利
が
深
く
埋
も
れ
て
し

ま
う
と
き
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
解
消
す

る
た
め
、
消
防
職
員
、
消
防
団
員
、
更
に

は
一
般
市
民
の
方
に
も
水
利
周
辺
を
広
範

囲
に
除
雪
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
火
災
時
に
水
利
が
雪
に
埋
も
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ボ
タ
ン
一
つ
で
水

利
の
位
置
が
わ
か
る
た
め
、
除
雪
に
か
か

る
時
間
が
大
幅
に
減
少
さ
れ
、
円
滑
な
消

防
活
動
に
繋
が
り
ま
す
。

　

電
力
を
供
給
す
る
機
能
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
ラ
ジ
オ
等
を
充
電
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
。
こ
の
機
能
は
大
規
模
災
害
時

に
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。
現
在
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
は
広
く
普
及
し
て
お
り
、
連
絡
手

段
の
み
な
ら
ず
、
情
報
取
得
手
段
と
し
て

も
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
昨
年
の
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
の
際
に
は
、
停
電
が
長

引
き
テ
レ
ビ
が
見
ら
れ
ず
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
が
数
少
な
い
情
報
源
や
通
信
手
段
と

な
り
ま
し
た
。
札
幌
市
内
で
は
、
市
役
所

や
携
帯
電
話
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
電
力
を
求

め
る
市
民
が
長
蛇
の
列
を
な
し
た
そ
う
で

す
。
そ
ん
な
時
に
、
最
寄
り
の
消
防
水
利

か
ら
電
力
を
供
給
す
る
こ
と
で
、
連
絡
・

情
報
手
段
を
途
絶
え
さ
せ
る
こ
と
な
く
生

活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
問
題
点
も
あ
り
ま
す
。
第
一
に
天

候
の
問
題
、
第
二
に
コ
ス
ト
の
問
題
で

す
。

　

第
一
の
天
候
の
問
題
と
し
て
、
雪
国
は

冬
期
間
、
積
雪
に
よ
り
太
陽
光
パ
ネ
ル
が

覆
わ
れ
、
全
く
発
電
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
う
時
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
、
夜

間
は
太
陽
光
が
な
い
た
め
全
く
発
電
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
北
海
道
で
は
太
陽
光
パ
ネ
ル

の
角
度
を
九
〇
度
に
設
置
し
て
、
太
陽
光

パ
ネ
ル
が
雪
で
覆
わ
れ
る
の
を
防
い
で
い

ま
す
。
そ
の
デ
ー
タ
で
は
地
上
雪
面
か
ら

の
反
射
な
ど
に
よ
り
、
通
常
の
太
陽
光
パ

ネ
ル
の
角
度
三
〇
度
よ
り
も
効
率
が
良
く

発
電
で
き
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
夜
間
は

蓄
電
池
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
日
中
に
発

電
し
た
電
気
を
蓄
え
、
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

第
二
に
コ
ス
ト
の
問
題
で
す
。
消
防
水

利
の
数
は
多
く
、
そ
の
全
て
を
太
陽
光
パ

ネ
ル
付
き
の
標
識
と
す
る
に
は
、
コ
ス
ト

や
時
間
が
か
か
り
非
常
に
困
難
で
す
。
そ

の
た
め
、
手
始
め
に
地
域
に
身
近
な
消
防

団
車
庫
や
避
難
所
、
容
易
に
避
難
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
々
の
福
祉
施
設
な
ど
に

併
設
さ
れ
て
い
る
、
限
ら
れ
た
消
火
水
利

へ
の
設
置
か
ら
進
め
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
ま
ず
は
設
置
数
を
抑
え
て
効
果
の
実

証
を
行
い
、
地
域
住
民
へ
の
周
知
や
理
解

を
深
め
ま
す
。

　

問
題
点
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
創
意
工

夫
を
凝
ら
す
こ
と
で
対
応
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
様
々

な
場
所
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

主
流
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
、
消
防
業
務

に
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
先
駆
け
と
し
て
、
太
陽
光
発
電
を

用
い
た
消
防
水
利
を
活
用
し
て
い
き
ま
せ

ん
か
。
今
後
、
様
々
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
用
い
た
消
防
水
利
や
施
設
が
、
私

た
ち
に
と
っ
て
当
た
り
前
の
も
の
と
な
る

時
代
が
来
る
と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
「
日
本
は
防
災
意
識
が
高
い

国
」
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　

世
界
で
発
生
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六

以
上
の
地
震
の
約
五
分
の
一
は
、
私
た
ち

が
暮
ら
す
こ
の
小
さ
な
島
国
で
起
き
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
震
に
限
ら
ず
毎
年
の
よ

う
に
大
雨
、
大
雪
と
い
っ
た
多
く
の
災
害

に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
も
、
北
陸

豪
雪
や
西
日
本
豪
雨
、
大
阪
北
部
地
震
な

ど
大
き
な
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま

さ
に
、
日
本
は
様
々
な
災
害
が
多
発
す
る

災
害
大
国
な
の
で
す
。
し
か
し
、
災
害
が

多
い
割
に
大
人
で
す
ら
防
災
へ
の
意
識
が

低
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。
で
は
、
防

災
意
識
を
高
め
る
た
め
に
は
何
が
必
要
な

太
陽
光
発
電
を
用
い
た

　
　
　

消
防
水
利
に
つ
い
て

大
館
市
消
防
本
部
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の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
防
災
意
識
を

育
む
環
境
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
こ

で
、
環
境
作
り
の
一
環
と
し
て
、
小
学
校

の
授
業
に
「
防
災
の
時
間
」
を
取
り
入
れ

る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
今
ま
で
ど
の
よ
う
な
防
災

教
育
を
受
け
て
き
ま
し
た
か
。
私
自
身
の

記
憶
に
残
っ
て
い
る
も
の
は
、
避
難
訓

練
、
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
、
地
震
体
験
車

な
ど
で
す
。
こ
の
よ
う
に
自
分
の
体
験
を

振
り
返
る
と
、
一
見
防
災
教
育
は
充
実
し

て
い
る
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。
し
か
し
、

子
ど
も
達
は
、
大
人
が
い
な
い
状
況
で
事

故
や
災
害
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た

時
、
自
分
自
身
を
守
る
術
が
あ
る
の
で
し

ょ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
一
一
九
番
通
報
す

ら
ま
ま
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
こ
で
、
そ
の
防
災
教
育
の
不
足
を
補

う
の
が
、
私
の
提
案
す
る
「
防
災
の
時

間
」
で
す
。
こ
れ
は
国
語
や
算
数
の
よ
う

に
、
防
災
に
特
化
し
た
授
業
を
設
け
る
と

い
う
も
の
で
す
。
授
業
と
い
う
だ
け
あ
っ

て
教
え
る
人
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
学

校
の
先
生
に
も
災
害
の
知
識
や
経
験
に
限

界
は
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
登
場
す
る
の

が
、
災
害
現
場
の
最
前
線
に
立
つ
私
た
ち

消
防
士
で
す
。
防
災
の
プ
ロ
の
観
点
で
子

ど
も
た
ち
に
災
害
の
厳
し
さ
や
、
い
ざ
と

い
う
時
の
対
応
方
法
を
教
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
普
段
の
授
業
と
は
違
い
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
地
域
の
ヒ
ー
ロ
ー
と
も

言
え
る
消
防
士
の
授
業
は
印
象
に
残
り
、

大
人
に
な
っ
て
も
覚
え
て
い
る
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
授
業
で
は
「
防
災
か
る
た
」

を
活
用
し
ま
す
。
防
災
か
る
た
と
は
、
子

ど
も
た
ち
に
覚
え
て
ほ
し
い
防
災
の
知
識

を
か
る
た
に
し
た
も
の
で
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
み
る
と
様
々
な
防
災

か
る
た
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

そ
の
ま
ま
使
っ
て
も
良
い
の
で
す
が
、
よ

り
記
憶
に
残
す
た
め
に
、
「
防
災
の
時

間
」
で
習
っ
た
こ
と
を
取
り
入
れ
た
、
独

自
の
防
災
か
る
た
を
子
ど
も
た
ち
に
作
成

し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
身
近
な

地
域
の
危
険
箇
所
や
子
ど
も
た
ち
自
身
の

ヒ
ヤ
リ
と
し
た
体
験
談
を
盛
り
込
み
、
具

体
性
を
持
た
せ
る
こ
と
も
記
憶
に
残
す
ポ

イ
ン
ト
の
一
つ
で
す
。
「
防
災
の
時
間
」

の
ま
と
め
と
し
て
テ
ス
ト
を
す
る
よ
り

も
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
考
え
、
防
災
か

る
た
を
作
成
す
る
こ
と
で
授
業
の
理
解
度

も
確
認
で
き
、
そ
の
地
域
に
合
っ
た
防
災

対
策
が
で
き
ま
す
。

　

こ
う
し
て
「
防
災
の
時
間
」
を
通
し
、

子
供
の
う
ち
か
ら
防
災
対
策
の
基
礎
を
学

ぶ
事
で
災
害
か
ら
身
を
守
る
力
が
付
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

災
害
大
国
で
暮
ら
す
我
々
は
、
毎
年
の

よ
う
に
起
き
る
災
害
と
そ
の
被
害
が
な
く

な
ら
な
い
限
り
、
防
災
対
策
と
と
も
に
防

災
教
育
に
つ
い
て
も
見
直
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ
の
一
環
と
し
て

小
学
校
の
授
業
に
「
防
災
の
時
間
」
が
導

入
さ
れ
た
時
、
我
々
の
防
災
意
識
は
さ
ら

に
高
ま
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

＊
紙
面
の
関
係
で
一
部
再
編
集
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
三
一
年
二

月
一
〇
日（
日
）、

ホ
テ
ル
ル
ポ
ー
ル

麹
町(

東
京
都
千
代

田
区
平
河
町)

に
お

い
て
「
全
国
消
防

団
員
意
見
発
表
会
」

が
行
わ
れ
、
本
県

か
ら
湯
沢
市
消
防

団
の
佐
藤
章
団
員

が
全
国
一
一
名
の

消
防
団
員
の
一
員

と
し
て
意
見
を
発

表
し
、
優
良
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

































































平
成
三
〇
年
度

   

全
国
消
防
団
員
意
見
発
表
会

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
催
：
消
防
庁

美
郷
町
消
防
団

平
成
三
〇
年
度

　

福
祉
共
済
事
業
等
に
よ
る

　

車
両
の
交
付　
（
公
財
）日
本
消
防
協
会

湯
沢
市
消
防
団
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平
成
三
一
年
二
月
九
日（
土
）、
当
協
会
大
仙
仙
北
美

郷
支
部
の
協
力
を
得
ま
し
て
、
同
支
部
管
内
に
お
い
て

「
防
災
に
関
す
る
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
に
は
支

部
管
内
の
消
防
団

員
と
大
曲
仙
北
広

域
消
防
本
部
職
員

な
ど
約
三
〇
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
講
師

は
、
防
災
ア
ナ
リ

ス
ト
（
元
東
京
消

防
庁
消
防
官
）
金

子
富
夫
氏
に
お
願
い
し
ま
し
た
。  

講
習
会
は
始
め
に
、

大
仙
市
大
曲
交
流
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
金
子

講
師
か
ら
平
成
二
八
年

一
二
月
に
発
生
し
た
糸

魚
川
大
火
な
ど
の
現
場

の
状
況
や
「
新
消
火

法
」
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
美
郷
町
水
防
倉
庫

前
に
移
動
し
、
新
し
い

ノ
ズ
ル
を
使
用
し
た
消
火
の
実
技
を
行
い
ま
し
た
。

□
開
催
日

　

平
成
三
一
年
一
一
月
一
三
日（
水
）

　

（
開
催
日
前
日
、
激
励
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
す
。）

□
開
催
場
所

　

神
奈
川
県
横
浜
市

    (

横
浜
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
イ
ベ
ン
ト
広
場)

□
出
場
順

　

平
成
三
一
年
二
月
二
六
日（
火
）、
日
本
消
防
協
会
に

お
い
て
、
出
場
順
位
の
抽
選
が
行
わ
れ
、
秋
田
県
は

「
第
二
コ
ー
ス
一
番
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
四
月
に
開
催
さ
れ
る
、
大

会
運
営
委
員
会
終
了
後
に
日
本
消
防
協
会
か
ら
通
知
さ

れ
ま
す
。

「
防
災
に
関
す
る
講
習
会
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
し
ま
し
た

























































































『
第
二
四
回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
の
出
場
順
が
決
ま
り
ま
し
た
』

主
催
：（
一
財
）秋
田
県
消
防
協
会
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教育期間
入校者数
対 象 者
集合写真

入 校 者
名　簿

◆ 消 防 団 員 研 修 ◆
秋田県消防学校

第５期幹部教育指揮幹部科分団指揮課程

分団長、副分団長の階級にある者

消防団名 階　級 氏　　名

第64期基礎教育

消防団名 階　級 氏　　名

平成31年３月２日㈯～３日㈰
35人（20消防団）

平成31年３月９日㈯～10日㈰
21人（8消防団）
入団して概ね３年未満の消防団員

副分団長
分 団 長
副分団長
分 団 長
分 団 長
副分団長
副分団長
部　　長
副分団長
部　　長
副分団長
副分団長
分 団 長
分 団 長
分 団 長
分 団 長
分 団 長
副分団長
副分団長
副分団長
副分団長
副分団長
副分団長
副分団長
分 団 長
副分団長
副分団長
副分団長
分 団 長
副分団長
副分団長
副分団長
分 団 長
副分団長
副分団長

古　家　冬　樹
花　田　　　寿
平　川　貴　之
大　沢　義　満
工　藤　博　史
島　田　久　昭
遠　藤　勝　昭
渡　部　　　智
小　林　秀　美
菅　原　久　允
鎌　田　恒　男
松　田　一　成
佐々木　　　徹
倉　田　芳　浩
川　邉　　　功
佐　藤　孝　徳
酒　井　慶　一
木　村　伸　英
大　友　仁　志
佐々木　善　永
齋　藤　聖　司
佐　藤　利　市
佐々木　　　剣
佐　藤　重　孝
中　山　清　悦
田　中　正　博
橋　本　　　暁
柿　﨑　　　豊
皆　川　勝　雄
高　階　勝　大
小田嶋　敏　夫
樋　渡　昭　彦
大　井　清　一
押　切　吉　明
鈴　木　良　男

鹿　角　市
大　館　市
北 秋 田 市
上小阿仁村
能　代　市
三　種　町
三　種　町
男　鹿　市
潟　上　市
潟　上　市
八 郎 潟 町
八 郎 潟 町
秋　田　市
秋　田　市
秋　田　市
秋　田　市
秋　田　市
由利本荘市
由利本荘市
由利本荘市
由利本荘市
由利本荘市
に か ほ 市
大　仙　市
横手市横手
横手市平鹿
横手市平鹿
横手市平鹿
横手市雄物川
横手市山内
横手市大雄
湯　沢　市
湯　沢　市
湯　沢　市
東 成 瀬 村

鹿　角　市
鹿　角　市
北 秋 田 市
男　鹿　市
男　鹿　市
男　鹿　市
男　鹿　市
八 郎 潟 町
由利本荘市
由利本荘市
由利本荘市
由利本荘市
由利本荘市
由利本荘市
に か ほ 市
に か ほ 市
に か ほ 市
仙　北　市
湯　沢　市
湯　沢　市
湯　沢　市

団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
団　　員

兎　澤　彰　吾
木　村　拓　海
佐　藤　直　樹
鎌　田　和　彦
柏　木　久　志
三　浦　弘　幸
進　藤　裕　明
三　浦　宏　也
小　松　則　夫
今　野　　　光
岡　田　一　希
木　村　直　登
三　浦　貴　廣
藤　山　恭　輔
渡　辺　圭　輔
今　野　聖　治
今　野　大　輔
阿　部　晃　之
藤　平　　　真
高　橋　光　義
佐　藤　拓　弥
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モリタ消防ポンプ シ バ ウ ラ ポ ン プ

秋田市山王六丁目10番９号　ＴＥＬ 018（863）1551㈹
　　　　猿田興業ビル３Ｆ　ＦＡＸ 018（824）3651

　

二
月
二
四
日（
日
）、
消
防
団
員
の
資
質

向
上
を
目
的
と
し
て
、
当
支
部
主
催
の

「
中
堅
幹
部
及
び
初
任
団
員
研
修
」
を
北

秋
田
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
コ
ム
コ
ム
に

お
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
中
堅
幹
部
研
修
」
で
は
、
北
秋
田
市

消
防
本
部
職
員
を
講
師
に
迎
え
、講
義（
道

路
交
通
法
と
防
火
対
策
）
と
実
技
（
訓
練

礼
式
と
救
命
訓
練
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
講
者
は
緊
急
自
動
車
を
安
全
に
運
用
す

る
た
め
の
注
意
事
項
、
防
火
管
理
制
度
や

一
般
住
宅
に
お
け
る
防
火
対
策
に
つ
い
て

学
び
、
実
技
で
は
訓
練
礼
式
の
ほ
か
、
簡

易
な
救
助
・
応
急
手
当
・
搬
送
法
を
教
わ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
初

任
団
員
研

修
」
で
は
大

館
市
消
防
本

部
職
員
を
講

師
に
迎
え
、

災
害
図
上
訓

練
と
実
技

（
訓
練
礼
式

と
ロ
ー
プ
結

索
）
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

出
動
か
ら
帰

団
ま
で
に
お
け
る
注
意
事
項
や
事
故
発
生

要
因
を
踏
ま
え
た
災
害
図
上
訓
練
で
は
、

緊
張
の
た
め

か
訓
練
序
盤

は
発
言
を
控

え
る
受
講
者

も
見
ら
れ
ま

し
た
が
、
各

班
の
講
師
の

助
言
を
受
け

な
が
ら
、
徐

々
に
お
互
い

の
意
見
を
共

有
し
て
い
く

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
実
技
で
は
、

訓
練
礼
式
の
ほ
か
に
ロ
ー
プ
結
索
及
び
除

雪
作
業
事
故
防
止
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

支
部
事
務
局
で
は
、
受
講
さ
れ
た
消
防

団
員
の
方
々

の
意
見
や
要

望
を
反
映
し

な
が
ら
、
今

後
も
よ
り
充

実
し
た
研
修

を
継
続
し
地

域
防
災
力
の

中
核
を
担
う

消
防
団
の
強

化
に
繋
げ
ら

れ
る
よ
う
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

（
情
報
提
供
＝
大
館
北
秋
田
支
部
）

建　　物
林　　野
車　　輛
そ の 他
合　　計
死 者 数
負傷者数

平成31年 平成30年 同期比較
2月 累計 累計2月 年計 2月 累計

火災の発生状況 （速報値）
（秋田県総合防災課調べ）

　

こ
の
運
動
は
、
山
火
事
が
多
発
す
る
春

季
に
お
い
て
、
県
民
一
人
一
人
に
山
火
事

予
防
思
想
の
普
及
を
図
り
、
森
林
資
源
と

自
然
環
境
の
保
全
に
努
め
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

■
統
一
標
語

　

忘
れ
な
い

　
　
　
　

豊
か
な
森
と

　
　
　
　
　
　
　
　

火
の
怖
さ

■
実
施
期
間

　

平
成
三
一
年
四
月
一
日（
月
）か
ら

　
　

五
月
三
一
日（
金
）ま
で
の
二
ヶ
月
間

－10
0

－  1
－  4
－15
1
3

2
0

－  2
0
0
0
2

166
13
39
73
291
18
46

37
0
5
4
46
4
12

15
0
5
0
20
2
7

27
0
4
0
31
5
15

17
0
3
0
20
2
9

秋
田
県
山
火
事
予
防
運
動

平
成
三
一
年
度

『
消
防
団
員
研
修
を
実
施
』




